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Abstract:  The present study is a part of the activity to develop an interdisciplinary class on the climate environment 
around the Japan Islands and the “seasonal feeling” there, with attention to the relation to the phase difference among 
seasonal marches of the Asian monsoon subsystems.  As an interesting example for that, we compared detailed 
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1. はじめに 

 

 アジアモンスーンの影響も強く受ける日本列島付近

の気候系は，モンスーン・サブシステム間の季節進行

のタイミングのずれに伴い，多彩な季節サイクルを示

す（加藤・加藤・別役 2009 [1]）。加藤・佐藤他(2011) [2]
は，冬型の天気パターンの出現頻度が大きくなる 11 月

頃を例に，「時雨」を詠んだ和歌の鑑賞と連携して，こ

のような『中間的な季節』の特徴を学際的に捉える授

業開発を行った。逆に，このような日本付近の多彩な

季節サイクルの把握は，アジアモンスーン・サブシス

テム間の季節進行のタイミングのずれも含めた，アジ

アモンスーンの地域規模気候系への関わり方に関する

深い理解に繋がりうる。それは，地球温暖化等に伴う

日本付近の気候変化予測やそれらの知見の普及の際に

も重要なベースの一つである。 
 また，加藤(2013) [3]も問題提起したように，このよ

うな季節サイクルのもとでは，季節がほんの僅か違う

だけで気象災害に繋がる現象の出現頻度や『質』も違

い得よう（加藤他 2012[4]も参照）。従って，気象絡み

の防災教育においても，「このような季節だからこそ，

このような特徴の災害が起きうる」という視点で気象
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学・気候学的な知見を体系化しておく意義は大きい。

一方，多彩な季節感を育む気候環境は，日本の古典

文学，美術，音楽などの作品成立の重要な背景の一つ

である。従って，作品の深い鑑賞や表現活動を指導す

る上でも，上記の「季節サイクルと季節感」に関連し

た気候環境も併せて取り上げる意味がある（加藤・加

藤 2005 [5], 2006[6]；加藤他 2006[7]；加藤・加藤・逸

見 2009[8]；加藤・加藤 2011[9]；加藤・加藤・赤木

2011[10]；加藤・佐藤他 2011[2]；加藤他 2012[4]；加

藤他 2013[11]，等の取り組み参照）。これは，持続可能

な社会作りのための ESD（Education for Sustainable

Development）における重要な取り組みの一つの「自文

化・異文化理解教育」の背景ともなりうる。但し，そ

のような活動で「季節」を意識するといっても，かな

り大括りの一般的概念に留まる場合も少なくないよう

に思われる。しかし，日本の季節サイクルは，単に気

温等の気象要素が短い期間で大きく変わるだけでなく

（例えば気温だけなら，シベリアでの季節的変化がも

っと大きい），卓越気象システム自体も大きく変化する。

しかも，上述のモンスーン・サブシステム間の季節進

行のタイミングのずれを反映して，気温，降水の量や

質，卓越天気パターン，日射等の間で，季節進行にず

れが生じうる。このため，冬や夏を挟んだ時期の季節

進行の非対称性や季節感の差異も見られるであろう。

そこで，本研究全体としては，これまでの本グルー

プによる取り組みを踏まえた上で（上述の[1], [2], [4]

〜[11]，及び，蔵田他 2012[12]；加藤・東 2013[13]），

まず，「秋から冬へ」と「冬から春へ」の季節変化の非

対称性に関して，既存の研究と新たな解析結果を統合

して知見の体系化を行った。それを踏まえて，本稿の

著者である加藤内藏進・赤木里香子が担当する大学で

の教科横断的授業『くらしと環境』（文系の学生も含め

た教育学部生向け。2013 年 8 月 28 日〜30 日の集中講

義）の中で，実践も行った。本論文では，気象学的知

見の体系化について述べるとともに，和歌や日本歌曲

にみられる初冬と早春の表現例を比較する。授業実践

の分析結果に関しては，機会があれば別途纏めたい。

なお，編集の都合上，カラー図は一つの頁に纏めた。

ところで，11 月頃から「冬型」の天気パターンが日

本列島付近で卓越するようになり（加藤・佐藤他(2011)

[2]），4 月初め頃には「冬型」の気圧配置が殆ど出現し

なくなる（加藤・加藤・逸見 2009[8]）。従って，その

ような「冬型」の気圧配置や天気パターンが卓越する

期間の始め頃と終わり頃に対応する 11 月と 3 月を，気

象学的には，それぞれ「初冬」，「晩冬」と呼んでもお

かしくない。また，『日本うたことば表現辞典』（大岡

監修 1998）によれば，「初冬」は，新暦では立冬(11 月

7 日頃)から大雪の前日(12 月 6 日頃)までをさし，上述

の気象学的な季節と一致する。一方，3 月頃は「仲春」

と呼ばれ，「晩冬」は 1 月頃をさすので，3 月頃を「晩

冬」と呼ぶには，「うたことば」のイメージとの隔たり

も大きい。そこで本稿では，折衷案的に，11 月頃と 3

月頃をそれぞれ，「初冬」，「早春」と呼ぶことにする（「う

たことば」での「早春」は，立春(2 月 4 日頃)〜2 月半

ば頃の「春になって間もない時期」をさすが）。

２.日本付近の冬を挟む季節進行と季節感

2.1 日本付近の気温と卓越天気パターン，及び，関連

する大気過程の季節進行のタイミングのずれ

第1図 新潟と東京における旬別天気日数の季節変化（1998

〜2007年平均）（上段），及び，新潟と東京における旬平均地

上気温の季節変化（1981〜2010年平均）（下段）

上段は，「気象年鑑」（気象業務支援センター刊行）に基づき

解析した加藤・佐藤他(2011)[2]の図に 1〜4 月の解析結果を追

加。なお，各月下旬の日数も，10 日あたりの値に換算した。

下段は，気象庁 HP 掲載の平年値に基づき図を作成。

第 1 図は，日本海側の新潟と太平洋側の東京におけ

る天気日数（1998 年〜2007 年平均）と気象庁による旬

平均地上気温の平年値（1981〜2010 年平均）の季節経

過である。気圧配置型の解析に基づき大和田(1994) [14]

や吉野・甲斐(1977) [15]も指摘したように，日本海側で

降水，太平洋側で晴天という冬型の天気パターンの出

現頻度は，11 月半ば頃から 3 月半ば頃まで高い。しか

し，気温の季節変化の極小は 1 月末〜2 月初めに見ら

れ，11 月半ば頃（初冬になった頃）と 3 月前半頃（早

春）では，いずれも冬型の天気パターンの出現頻度は

ある程度高いのに，平均気温は早春の方が初冬になっ

た頃よりも約 5℃も低い点が注目される。

Kato and Asai(1983) [16]によれば，秋になると，日本

海域での気温は下がるが海面水温はまだ高いことを反
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高度が 45°以上

月 11 日と 3 月

のである。計

但し，太陽の

11 月頃と 3 月

の強さの違いは

〜40N 付近の緯

深い。 

（新古今和歌集

時雨」を詠んだ

る授業開発を行

和歌集』には，

冬歌の巻（巻

録されている

歌大観』の番号

の巻の後半〜冬

首ある。525〜6
「紅葉」（「紅葉

ども含む）15 首

等も含む）17 首

少なくとも二つ

中で「時雨」を

語を抱き合わせ

げられる。 
紅葉ぬるとも折

古今和歌集巻

わが袖にもろき

今和歌集巻第六

きわかで紅葉に

古今和歌集巻第

かりかな時雨を

今和歌集巻第六

気吹き出し時の

雨がイメージ出

たような情景

『新古今和歌集

ている。詠まれ

ードの検討も今

を素材とした和

次に例示する

の抱き合わせ

に関連した情景

系統的な抽出

白雪のふりにし

今和歌集巻第一

のうへにつれな

度増加する点

上となる時間

12 日を例に

計算方法は加

の赤緯は，理

月頃における

は，まさに九

緯度帯で特に

集を例に）

だ和歌を接点

行った。その

初冬の時雨

巻第四〜六）

る（8.3％の割

号で 525 番か

冬歌の巻の前

621 番の和歌

葉散」も含む）

首，「木枯」7
首であった。

つが同時に詠

を含むものは

せに含む和歌

折らむ秋のか

巻第五秋歌下

き涙の色と見

六冬歌 560）
にぬるる袂と

第六冬歌 575）
をおくる夜半

六冬歌 599）
の対流雲によ

出来るが，少

景ではない。

集』では，主

れた素材の傾

今後必要であ

和歌も多いこ

るように，「大

せ等の他に，

景が詠み込ま

出ではないが）。

し里に春は来

一春歌上 1）
なく見ゆる春

） 

。 
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のあわ雪（権

10） 

●明日からは

は降りつつ

●いずれをか

消えぬ雪（凡

●梅が枝にな

降る（よみ人

 気温は低く

は降り止んで

明るさ，ある

の薄緑を感じ

る一助になる

天時の季節感

 

2.4 日本歌

 日本歌曲に

藤・加藤(20
例についての

歌われた日本

では，他の季

1）風が吹く

2）内面的心

という大きく

多い。詩や言

と，リズムや

アノ伴奏の呼

みられる。 
 

2.4.1 初冬

譜例1《冬のけ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 冬になって

感が歌われて

が用いられて

んなとうに失

のコトバであ

は他の部分と

雄歌曲集 2，
の音を奏で，

権中納言國信

は若菜摘まん

（山部赤人，新

か花とは分か

凡河内躬恒，新

なきてうつろ

人知らず，新

くても，また

で積もったも

るいはその日

じる情景は，

るのではと考

感との比較も

歌曲にみる初冬

にも初冬や早

06) [6]は，日

の分析も行っ

本歌曲の比較

季節を歌った

といった自然

心情表現，イメ

く二つの要素

言葉の抑揚に基

や和声等の面

呼応により，

冬が歌われた歌

けやき》作詞：

てすべてが無

ている。歌の

ており，作者

失くしてしま

あり，声の特

と異質であり

p.234）。ピア

和声進行が

信，新古今和歌

んとしめし野に

新古今和歌集巻

かむふるさとの

新古今和歌集巻

ろふ鶯のはね白

新古今和歌集巻

た，雪が降って

のが残ってい

差しを受けて

初冬との違い

考える（初冬の

今後必要であ

冬と早春 

早春が歌われた

日本の唱歌や歌

た。本論文で

較例を示す。季

ものと同様に

然環境の描写，

メージ， 
素が組み合わさ

基づいた旋律

面で様々な工夫

歌曲ならでは

歌の例 

：狩野敏也，作

無くなってしま

の旋律には語り

者は〈風のセリ

った」「それで

特質，発音，発

たいと解説し

アノ伴奏では，

旋律を支えて

歌集巻第一春歌

に昨日も今日

巻第一春歌上

の春日の原に

巻第一春歌上

白たへにあわ雪

巻第一春歌上

ていても（あ

いても），日差

て萌え始めた若

いを感覚的に捉

の太平洋側で

あるが）。 

た作品は多い。

歌曲での春の表

では初冬と早春

季節に関する表

に， 
，模倣， 

されているこ

（及びその発展

夫が凝らされ

はの多様な表現

作曲：小林秀雄

まったという喪

りのような歌唱

リフ〉である

でいいのだ」

発語のニュア

している（小林

アルペジオ

ている。 

27

歌上 

も雪

上 11） 
まだ

22） 
雪ぞ

30） 
るい

しの

若草

捉え

の晴

。加

表現

春が

表現

とが

展）

たピ

現が

喪失

唱法

「み

は風

ンス

林秀

が風

譜例

作曲

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 時

てほ

って

る動

間奏

思わ

の譜

夜も

人公

譜例

作曲

 

 

 

 

 

 

2.4.

譜例

作曲

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 春

旋律

ピア

いを

例2《しぐれに寄

曲：大中 恩 

時雨があの里を

ほしいと歌う

て風下側へ移動

動きが歌の旋律

奏にみられる右

わせる。この詩

譜例 3）。拍子

も眠らないでい

公の思いの高ま

例3《しぐれに寄

曲：平井康三郎

2 早春が歌

例4《もう直き春

曲：山田夏精 

春を待ちわびる

律の歌い出しに

アノ伴奏のアル

を感じさせる。

寄する抒情》作

を通るなら，

（「時雨」を降

動する）。ピア

律を縫うよう

右手パートの

詩には，平井康

子やテンポの変

いたと」の部

まりを感じさせ

寄する抒情》作

歌われた歌の例

春になるだろう

る気持ちがス

にみられる 16
ルペジオを伴

 

作詞：佐藤春夫

時雨に自分の

降らせる積雲は

アノ伴奏のアル

に奏される。

の装飾的な音は

康三郎も作曲

変化（例；歌

部分）は，時雨

せる。 
作詞：佐藤春夫

例 

う》作詞：城 

ストレートに歌

6 分休符のあ

伴ったリズムが

， 

の思いを伝え

は季節風に乗

ルペジオによ

前奏部分や

は，降る雨を

している（次

歌詞：「私は今

雨に託した主

， 

左門， 

歌われている。

あるリズムと，

が，高まる思

。

− 27 −



 

譜例5《浅き春

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 春の訪れる

し始めるこの

独を歌う。言

奏が絡み合う

じられる。こ

 

 ところで，

比べて平均気

天気パターン

秋からの急降

進行では，4
初冬には，早

弱い，という

の間の平均気

と早春との作

に見られた表

 また，加藤

の取り組みで

れた愛唱歌

『風の吹き方

の季節の詳細

一方，本論文

春の作品の比

みとして興味

 

３．広域大

 第 4 図の 5
経度断面に示

ベリア高気圧

圧に対応する

11 月〜3 月頃

春に寄せて》作

る気配を感じ

の時期に，自

言葉を語るよ

うことによっ

この詩には，

2.1，2.2 で

気温はかなり

ンは両者で同

降温が継続す

4 月初め頃に急

早春より昼間

う差異がある

気温以外の気

作品例（幾つか

表現の違いの

藤・佐藤他(20
では，秋から

10 曲を教材に

方』の表現の

細な進行を『

文で紹介した

比較も，季節

味深く，今後

大気場の季節進

50N に沿う月

示されるよう

圧に対応する

る低圧域との

頃に明瞭であ

作詞：立原道造

じ，鳥や花，人

分には何も残

うな断片的な

て，心情の高

高木東六も作

で述べたように

高いにも関わ

同程度に頻出し

する時期であり

急昇温期があ

間の時間が短く

。このような

気象・気候要素

かの曲の例の

背景として興

011) [2]による

冬への季節の

に，『寒さの程

の違いに注目し

『感じる』鑑賞

たような，冬を

節を深く理解す

，授業化を検

進行の中での

 

月平均海面気圧

に（加藤・加

高圧域とアリ

の東西の気圧の

ある。但し，日

造，作曲：宮本良

人々が喜びを交

残っていない

な旋律にピア

高まりや変化

作曲している。

に，初冬は早春

わらず，①冬型

し，②初冬は夏

り（冬から春へ

ある），しかも

く日中の日差

な，初冬と早春

素の差異も，初

の比較ではある

興味深い。 
る大学での授業

のある時期が歌

程度』や関連

して，秋から冬

賞活動を行っ

を挟んだ初冬

するための取

検討したい。

位置づけの比

圧の気候値の

加藤 2006[6]），
リューシャン低

のコントラス

日本列島では秋

28

良樹 

交わ

と孤

ノ伴

が感

。 

春に

型の

夏・

への

，③

しも

春と

初冬

るが）

業で

歌わ

した

冬へ

た。

と早

り組

比較 

時間

，シ

低気

トは，

秋の

周期

を中

とは

高気

 第

は，

の位

気団

島へ

11月
東シ

小と

る気

南東

度北

暖気

長拡

月よ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第4

1979
京付

破線

[18]に
 

 科

は

へ寒

は，

ない

する

での

して

 第

の，

期的な高低気圧

中心とする地域

は対照的に，既

気圧として明瞭

第 5 図（カラー

東アジア付近

位置の差異は大

団の中心部にあ

への季節風の遥

月の方が3月よ

シベリア高緯度

となる（理科年

気温の平年値も

東方を中心に，

北偏している。

気団の季節的後

拡大が著しく，

よりも隣接し合

図 50Nに沿う

9-1990 年の平均

付近の経度）を細

線でなぞった。大

に基づく加藤・

科学的な表現で

「寒気団と暖気

寒気が侵入する

「『寒気南下を

い中で，まだそ

る」というイメ

の季節進行の非

て，授業で伝え

第 6 図は，197
日本列島東方

圧の通り道と

域の気圧が上

既に日本列島

瞭に認識可能

ー）に示され

近での月平均気

大きくない。

あたる-25℃以

遥か風上側の

よりも700km
度域での月平均

年表に収録さ

も参照）。一方

11 月の方が

つまり，初冬

後退は遅いが

東アジアで

合っているこ

う月平均海面気

均。120E（中国

細い点線で示す

大学での教材を

加藤(2006) [6]

ではないが，

気団の『せめ

る」のに対し

を邪魔する』

それなりに強

メージの違いを

非対称性に対

えることが可能

79〜1990 年で

方の 155E に沿

なる 10 月には

上昇中であり，

島の初冬以前に

能となる点も注

れるように，11
均気温 0℃や-1

しかし，いわ

以下の領域は，

120〜130E 付

m程度南偏して

平均気温も 12 月

れたオイミャ

方，25℃の等温

3 月よりもま

冬の 11 月頃に

が北側の寒気団

では両者の気団

とになる。 

気圧の時間経度

国大陸東岸の経度

す。1008hPa の

を念頭に置き，

]の図を改変。 

いわば，冬へ

めぎ合い』の中

し，冬から春へ

暖気団が十分

強い寒気が日本

を，2.1 で述べ

対する広域場の

可能と考える。

で平均した月平

沿う時間緯度

は，90E 付近

いわば，春

に，シベリア

注目される。

1 月と 3 月で

5℃の等温線

わばシベリア

特に日本列

付近を中心に，

ている。また，

月〜1 月に極

ャコンにおけ

温線は，本州

まだ 700km 程

には，南側の

団の季節的成

団が早春の 3

断面（hPa) 

度），140E（東

の等値線を太い

気象庁(1991) 

への移行期に

中で日本列島

への移行期に

分には北偏し

本列島へ侵入

べた日本付近

の位置づけと

 
平均海面気圧

度断面を示す。

，
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1 月頃には 5
圧に対応する

えば，1012h
くは変化して

高気圧の西縁

り，上述の

つまり，11 月

気圧が十分南

ューシャン低

十分南まで勢

ることが示唆

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第6図 155E

1979-1990 年の

布図から値を

である。 
 

 なお，Mur
ば，西太平洋

変高い領域

は 9 月〜10
11〜12 月で

加藤・赤木(2
節変化も重ね

のような西太

化と，第 5 図

気圧の進退の

 

 本論文では

節進行のタイ

境と多彩な季

授業開発へ向

の非対称性に

とともに，和

感の比較も行

 その結果，

化出来た。つ

50N 付近に中

る低圧域が 30
hPa の等圧線の

ていない。し

縁部に対応す

1012hPa の等

月頃には，日

南下しておら

低気圧が出現

勢力範囲を広

唆される（12月

Eに沿う月平均

の平均。気象庁

読み取って作図

rakami and Ma
洋の熱帯・亜

（例えば 28℃
月にかけて最

も，その東西

2011) [10]は，

ねたグラフを

太平洋熱帯・

図，第 6 図で

のタイミング

４．まとめ

は，アジアモ

イミングのず

季節サイクル

向けて，秋か

に注目した気

和歌や日本歌

行った。 
気象学的知

つまり，日本

中心を持つアリ

0N 付近まで広

の緯度を参照

かし，11 月頃

する高圧帯の軸

等圧線は 40N
日本の東方海上

ず，11 月頃か

現するようにな

広げることが出

月には急速に

海面気圧の時間

庁(1991) [18]の月

図。なお，東京

atsumoto (1994
亜熱帯域におけ

℃以上の領域）

最大で，1〜3
西の広がりは狭

上述の内容に

作成し，授業

亜熱帯域の海

で述べた南の気

グとの対応も興

めと今後の展

 

モンスーン・サ

ずれの中でみた

ル・季節感」を

から冬と冬から

気象学的な知見

歌曲に見られる

知見として第 1
本列島では，シ

リューシャン低

広がっており

照），3 月でも大

頃には，北太平

軸が 30N 付近

以北に位置す

上での北太平洋

から平均場の

なっても，ま

出来ない状況

に南下している

間緯度断面（hP

月平均海面気圧

京の緯度は 35N

4) [19]の表に

ける海面水温

の東西の広

月に最小にな

狭くない（加藤

に台風発生数

業で提示した）

海面水温の季節

気団や北太平洋

興味深い。 

望 

サブシステム

た「日本の気候

を学際的に捉

ら春への季節進

見の体系化を行

る表現を例に季

1 表のように体

シベリア気団

29

低気

（例

大き

平洋

に残

する。

洋高

アリ

だ，

であ

るが）。 

Pa) 

圧の分

付近

よれ

の大

がり

なる。

藤・

の季

。こ

節変

洋高

の季

候環

える

進行

行う

季節

体系

の季

節的

の天

気温

には

も関

進行

いる

 

第1

の非

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主に

に該

太陽

シベ

温-25
 

授

化を

断的

部生

名受

紹介

体と

サイ

述べ

日(金
に，

第1

第 1

当該

第1

の違

[2]と
ルカ

第1

いを

ンス

第 1

現し

 な

的発達とまだ暖

天気パターンが

温は高い。但し

は冬型の天気パ

関わらず，日射

行の非対称性を

る和歌や日本歌

表 日本列島付

非対称性のまとめ

に月平均値の気候

該当する期間を模

陽高度≧45°なる

ベリア北部(オイ

5℃以下の領域

授業開発に関し

を念頭に置いて

的授業『くらし

生向け。2013 年

受講）の中で授

介や結果の分析

としては，最初

イクルについて

べた。それを踏

金)第 1〜5限目

次のように，

0回目：本論

1 回目：第 1
該時期の季節感

2回目：「『秋

違いを色で表現

と同様に，93
カラー」B5 版

3回目〜第14

を音で表現して

スティック等の

4〜15 回目:

してみよう」（

なお，第 10 回

暖かい日本海

が 11 月頃から

し，日射は相

パターンもま

射は強くなる

を反映した季
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る小レポートの中で，初冬と早春との違いを認識する

契機となった趣を記述した学生は少なくなかったが，

「11 月と 3 月の気温は同じくらいなのに，・・・」の

ような誤解も複数人見られた。従って，複数の要素の

季節進行の非対称的な絡み方について，正しく捉えら

れるような更なる工夫も必要である。また，「これから

寒くなるのか，暖かくなるのか」という季節経過の履

歴の違いも季節感に大きく関わりうるので（数人の学

生も指摘していた），それについての検討も必要であろ

う。今後は，これらの授業の結果の分析も行い，教員

研修や中高での授業の教材化へも更に検討を進めたい。 
 ところで，ユネスコ国内委員会のパンフレット(2008)
でも指摘されたように（加藤・加藤・別役 2009 [1]も
参照），ESD では「多面性」や「繋がり」，「一筋縄では

いかない複雑さ」などに目を向けさせる必要がある。

本研究では，「初冬と早春とは，（進行の方向を除いて

は）一見同じような特徴の季節に見えそうだが実は差

異も大きく，しかもそれは，広域の『アジアモンスー

ン・サブシステムの季節進行のタイミングのずれ』を

反映した，日本の気候環境の本質を示す切り口の一つ」

という視点を提示した。従って，本研究の結果は，学

際的な文化理解教育というESDの一つの取り組みへの

活用に留まらず，「種々の繋がりも含めてよく吟味する

と，本質的な点でこのように異なる」という考察を促

す教材たりうる点で，上述の ESD 的思考力を育成する

ための授業の一つにも活用しうると考える。 
 

 

 本研究は，科研費（挑戦的萌芽研究）「東アジア気
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